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釧路湿原国立公園　　塘路湖エコミュージアムセンター（ある二つと）だより
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湿原散歩
「ジョッピンカケタカ」と夕方近くになると鳴いていたエゾ

センニュウは8月に入ると早朝から鳴き始めていた。気がつ

けばその鳴き声も聞くことなはなくなり、蒸し暑い目には近

くの林からコエゾゼミの鳴き声が聞こえてくる。今月1日

には気温も上がり、釧路管内でも30度を超える気温とな

り、今年一番の暑さを記録した。道外の方にはこれくらいの

温度は涼しいと言われるかもしれないが、我が道産子にとっ

て25度を超えると厳しいものがある（加齢とともに！？）。

お盆を迎えた釧路湿原に訪れた観光客の足元には、まるで金

平糖のようなミゾソバの花が咲いていた。
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塘路元杓キャンプ馬
食元I章一　「　月で看17《

トイレ

－　暮

①－⑧の解説看厳を参考に競無しきしょう。

①旛臆測i②膳曲調とアイヌの人々の梼らし　⑨塘路洲と

縄文時代の人々の捲らし　㊨船路綱で蒐られる鳥i⑧ドラム筋腫

⑥湿瞭　⑦自然の慰みとともに犠きたアイヌの人々の嵯らし

⑨胸膜軌道鵜鯨こ聴講勘i調賄すか？（翻鎚し）

●塘路溺エコミュージアム任ンター015－48ト3003

●標茶恥辱細館　015～487m2332

●光村ハウス「パル」015－487－2172

孫的土錠　際珊茎贈想‾タイト＿i

麿薫の闊死質料や自発、

昆虫榎本などを廣京，

〈入路肩杓）

フィトンチッドの悉歩道

ォムナイ用　　　⑤　‾

お願い自転到ま既翰スペースに止めて、犬はハーネスにつなげて利用してください，

虜も　　　　　　lr ⑯塘檀増エコミュージアムセンター

塘路フィールドノート17／！5－8／I4】
【野鳥】

最近、親鳥とほぼ変わらない大きさまで成長した幼鳥の姿をよく見かけます。親鳥たちはやぶや葉の陰に隠れて
なかなか姿を見せてくれない一方、好奇心旺盛な幼鳥たちは見つけやすい場所によく出てきてくれます。

購い

オジロワシ（塘路湖畔）　　　　　　アオサギ（塘路湖）　　　　　　　ダイサギ（塘路湖畔）
センター上空を飛んでいた幼鳥。今年の夏　流木の上の成鳥（右）と幼鳥（左）。幼鳥は　久々に登場のダイサキ。頭上を飛ぶアオサ
ば湖畔でオジロワシの姿をよく見かけます　すでに成鳥と同じ大きさになっています　　半を見ていたら、対岸から突然現れました

アオジ（塘路湖畔）　　　　　　ゴジュウカラ（塘路湖畔）　　　　　　カワウ（塘路湖畔）
せわしなく動き回っていた幼鳥。しばらく　目の前に飛んできた幼鳥。餌探しに夢中で　この時期の塘路湖での確認はまれです。濃
目で返ってようやく姿を確認できました　　こちらには全く気付いていませんでした∴∴霧の申、樹上で左右を見渡していました
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【植物】

暑い夏が来たのも束の間、塘路湖畔に吹く風は早くも秋の気配。しかし、ツリガネニンジンやクサレダマなどの
秋の植物は例年になくのんびりと開花。慌ただしく変わる季節に植物たちが追いつけていないのかもしれません。

ツリガネニンジン（サルボ展望台付近）　クサフジ（サルボ展望台下）　　トモエソウ（サルルン展望室l
登山道脇に咲いていました。地味な花が多いこちらも鮮やかな紫色の花。国道沿いの日　展望台下に咲いていました。個体数はやや少
森の中で、鱒やな紫色の花は一際目立ちます　当たりの良い場所でたくさん見られます　　なめですが、大型で見つけやすい花です

クサレダマ（塘路湖畔）　　ナガボノシロワレモコウ（塘路湖畔）　ェゾミソハギ（コツタロ湿原）
水気が多い場所で見られます。ピンクのホザ　同時期の花の開花が遅れる中で、例年どおまだ咲き始め。周辺ではホザキシモツケと
キシモツケと並ぶとより色彩が引き立ちます　りに開花。ちょうど見頃を迎えていました　ともにピンク色の花が目立っていました

【昆虫】

先月「サト」と「ヤマ」のキマダラヒカゲ2種が大発生したかと思えば例年今時期に見られるヒョウモンチョ
ウの仲間が今年はまだほとんど見られません。今年はチョウの仲間で多い種と少勘、種の差が大きいようです。

オ才とカゲ（サルルン展望台）　　　　アカマダラ（塘路湖畔）　　　マユタテアカネ（サルルン展望台）
個体数は少なめですが、名前のとおり大型の今年アカマタラは多いかもしれません。セン　発生直後でまだ体が黄色い♂の未熟個体。
チョウで良く目立ちます。麹の模様も特徴的　ターの中に入ってくることもあります　　　赤トンボの仲間では今年の初確認でした

臆塘路地区の自然と歴史を学び暮し定 

8月11日（土）、塘路湖畔歩道とフイトンチ非の森遊　　　　　　　　農場磨 ��。： 

歩道で塘路地区の自然と歴史を二本立てで紹介するイベン　　　　　　　　　　　ii一二／1塩搾 

トを開催しました。歴史についての解説は標茶町博物館のi二　　　　　　　　　　’ 

繋繋薄霧議繋彊軸蟻＿＿意轄 紹介するとともに、縄文人やアイヌ人が当地の自然をどの志嘉 
ように利用してきたのかについても解説を行いました。　　　　∴ 
あいにくの雨模様でしたが、かつてこの地で暮らした 

人々と自然との関わりについて、参加者の皆さんは熱心に 
解説に聞き入っていました。　　　　　参加者12名　　　標茶町発祥の地で町の歴史の解説 
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臆的叫l絵でアイヌ貴様作llを体験

エコミュージアムセンター夏休み企画「切り絵でアイ

ヌ文様作り」を開催しました。渦巻きや藤などが組み合

わせたアイヌ文様には、それぞれ意味があり、魔除けな
どの願いも込められていることを説明した後、折り紙と
ハサミを使い様々な文様作りを体験。ほとんどの参加者

は道外の観光客でしたが、出来上がった作品に関心を寄

せていました。

作品と一緒に
「はいポーズ」

看クイズに答えて景品をゲットしよう！

先月号でお知らせしました標茶町博物館「ニタ
イ・ト」とのコラボ企画「あるこっと＆ニタイ・

トクイズラリー」を8月から開始しました。

クイズはあるこっととニタイ・トそれぞれの問

題があり、館内の展示や歩道の解説板などに答え

が隠されています。すべての問題にお答えいただ
いた方には、もれなく記念品を差　萄

開催期間は特になく、いつでも監窮誓

畿薮‾＿∴

参加することができますので、

参加希望の方はぜひお気軽に職諒ふ
員にお声掛けくたさい。

9日の三三＼＼然ふれあ鵬行事 � 

事前の申込が必要です。 

◎バードカービング初心者講座　一回目 

i日　時19月8日（土）10時～15時 

I定　員・参加料110名　5，500円（材料費） 

［開催場所I塘路湖エコミュージアムセンター 

※全5回（9／8、10／14、11／11、12／2、1／6）の講座に参加可能な方 

◎申込・問合わせは塘路潮エコミュージアムセンターまで 

◎アイヌ民族が利用した植物を観察しよう 
［日　時i9月9日（日）10時～12時 

［定　員・参加料115名　無料 

i開催場所］温横内ビジターセンター 

◎申込・問合わせは温横内ビジターセンター（015465－2323）まで 

◆日出・日大時間　7／15（3：56、19：00）．7／31（4：12．18：45）．8／14（4：27．18：27

～編集後記一

書お盆休で帰省や観光で訪れた人たちでにぎわう釧

路湿原ですが、道外から来た方には涼しくて心地よ

い気温の下、楽しんでいるようです。例年ですとお

盆を過ぎる頃から昼間と朝夕の気温差が出てきます

ので、上着を用意した方がいいかと思います。また、

涼しいとはいえ熱中症対策も忘れずにスポーツドリ

ンクなどを携帯してください。

組織湿屡国立公園

電路灘エコミュージアムもシター掘るごっこ

㊨088－2264　北海道川上郡標茶町塘路原野

TEL：015－487－3003　　FAX：015－487－3004

E－mail：emc＠hokkai．orjp

インスタグラムItor。koemc謂

開館時間：10：00－17：00

（11－3月：16：00まで）

休館日：毎週水曜日12月29日～1月3日

入館無料
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